
予防接種
迷信

予防は、病気の伝播ではなく、健康の達成を通じて実現されます。

予防接種は梅毒を引き起こす可能性がありますか？

予防接種の迷信 JWホッジス、1902年 1

1902年4⽉2⽇

[出典]

バッファローの⻄ニューヨークホモエオパティック医学会の前に読む

http://www.whale.to/vaccine/hodge_b.html

ジョン•W•ホッジ1902年

ニューヨーク州ナイアガラフォールズ

Machine Translated by Google

http://www.archive.org/details/vaccinationsupe00hodggoog
http://www.whale.to/vaccine/hodge_b.html
http://www.whale.to/vaccines/hodge_h.html


天然痘ワクチン批評家

シェルフマーク：07305.e.48。（6。）

ジョン•W•ホッジ

本

再ワクチン接種された⽇本における天然痘から保護するためのワクチン接種の失敗」、JWホッジ医学博
⼠、��20世紀誌、1910年9⽉、第2巻、第12号、518-522ページ。

HD��Dudgeon;ジョンWホッジ;エノックロビンソン;��PASiljeström;��PAテイラー;ウィリアム•テブ[予防接
種パンフレットへの反対]。��1876年英語の本9冊;��20cm。

[1902]ジョン•W•ホッジによるワクチン接種のスーパースティション

この引⽤はJWHodgeMDによるものです。彼の著書「ワクチン接種の迷信」の中で、彼は次のように述べています。

ホッジ。��J.��W��----ワクチン接種に対する専⾨家の信仰の基盤である、軽信、無敵の無知と信憑
性。��（「健康の布告者」から転載。）主な⾒出し：。出版物の詳細：8ページ。LinguisticPrinters'Co。：
New��York、[1911.]��8o。

「⼈⼝動態統計の公平で包括的な研究から収集されたワクチン接種の歴史、およびすべての信
頼できる情報源からの関連データを注意深く検討し、31,000⼈の被験者にワクチン接種した経験から、ワク
チン接種を⽰すことができないと確信しています。天然痘の症例の減少と論理的な関係があります。ワクチン
接種は保護せず、実際に⼈⼝動態を低下させ、⾃然の抵抗を減少させることによって対象をより感受性にし、
何百万⼈もの⼈ が々ワクチン接種後に契約した天然痘で死亡しました。」天然痘と注射：トーマス•スミスに
よるワクチン接種の本当の世界
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はじめにベルナール•マクファデン。

予防は、病気の伝播ではなく、健康の達成を通じて実現されます。

予防接種は梅毒を引き起こす可能性がありますか？

フリードリヒ博⼠による天然痘から解放された都市。
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ロダームンド博⼠の実験

予防接種の迷信

JWホッジ、MDによるワクチン接種迷信
MR��Leverson博⼠による天然痘、⽜痘および梅毒の⽐較。
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前書き

予防接種とは、⾎液の中毒を意味します。それは、乾燥した膿の循環への導⼊です—⾛っている痛
みから滲み出る毒。⾮常に強い⼈はその影響に抵抗することができ、⽬⽴った害を与えることなく明らかに回
復しますが、多くはひどく苦しんでおり、肺炎、ジフテリア、猩紅熱は、活⼒が低下した後の結果としてしばし
ば⽣じる病気のほんの⼀部ですワクチン接種が頻繁に引き起こす強さと汚染された⾎液。

ワクチン接種は天然痘を予防すると常に考えられてきましたが、なぜそれを疑問視する必要があるの
でしょうか。彼らの議論です。

現在、⽂明化された世界全体で、ワクチン接種の妄想はほぼどこでも完全に動いています。

ワクチン接種は、痛みの炎症が残っている間、天然痘の危険性を減らす傾向がありますが、それは確
かに⼀般的な機能的活⼒を減らします、そして炎症を伴うすべての病気、特に喉と肺は⾮常に起こりやす
いです。

この状況により、私は、1902年4⽉2⽇、バッファローでJWホッジ博⼠によって与えられた演説をいくつか追
加して完全に公開するようになりました。

さまざまな都市の保健委員会はそれを要求し、通常、それを実施するためにできる限りのことをします。
彼らがワクチン接種の通常の合理的な⾔い訳さえ与えることができることはめったにありません。

天然痘は、着⾐が重く、⼊浴が少なく、⼼のこもった⾷事をし、運動をすることがほとんどない⼈にのみ可
能です。⾎液中の不純物の蓄積と、⽪膚の不活性な⽑⽳がそれらの除去を助けることができないことが、こ
の病気の犠牲者になります。

ここに提⽰された事実は、あらゆる場合に保証することができます。それらは単なる野⽣の理論の蓄積
ではなく、偏⾒なくそれらを注意深く検討する推論⼒を持っている⼈は誰でも、最も強調された⾔葉で
ワクチン接種の妄想を⾮難することを忘れることはできません。

彼らは、ワクチン接種が天然痘を予防するという彼らの信念以上に、なぜ彼らがワクチン接種するのかを知
りません。

この迷信からの、厄介な、そしてしばしば恐ろしい結果に⾔及する必要はありません。��Lockjaw、敗⾎
症、および⾝体の歪みは、その恐ろしい結果のほんの⼀部です。

この信念は、彼らが個⼈的な経験から推測したかもしれない彼ら⾃⾝の特定の理論に基づいていません
が、彼らの医師会、または保健委員会の権威で彼らに先⾏した医師から確保されています。
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家から家への消毒がクリーブランドを天然痘から解放したと述べることは私に⼤きな喜びを与
えてくれます。��1901年8⽉23⽇からこの執筆の時間まで、1902年4⽉1⽇頃、この都市で発⽣した症例
は1つもありませんでしたが、7つの症例が輸⼊されました。病気は1898年以来途切れることなくここ
で猛威を振るっていました。私たちはそれと戦うための最も効果的な武器として予防接種と検疫に依
存しましたが、私たちのすべての努⼒にもかかわらず、それは毎年倍増し、昨年の記録を繰り返す公正
な⽅法でした。��1900年には993件の症例があり、1901年1⽉1⽇から7⽉21⽇までの数は1,223件でし
た。この⽇、私は17件の⼿元にある保健所を担当するように呼ばれました。私は1899年以来ずっと市
に勤務しており、クリーブランドで発⽣した天然痘のほとんどの症例を調査および診断することは私
の多くのことになりました。その間、天然痘を発⾒した家のホルムアルデヒドで消毒した後、この家に
別の症例をたどることはできなかったことがわかりました。⼀⽅、ワクチン接種は私たちに多くの厄介
な症状を与えました。多くの場合、それはまったくかかりませんでした。

2）それは内部の炎症に抵抗する⼈の⽣命⼒と⼒を弱めるからです

すべての症例の4分の1は、ワクチンの代わりに敗⾎症を発症し、⼀部の腕は⼿⾸の関節まできれいに膨
らみ、銀の1ドル硬貨のように⼤きく、2倍の厚さで右に垂れ下がり、醜い、供給された傷を残しました。��
3か⽉以上にわたって多くのケースで受けました。最後に、ワクチン接種後に破傷⾵が4例発⽣したため、
⼈ は々不安になりました。

私たちはワクチン接種の猛烈な敵です：

1）天然痘を予防しないため;

この迷信を打ち砕くことに興味のある⼈は、この線に沿って価値のある本を配布する機会があるかもし
れません。このパンフレットに加えて、フェリックス•オズワルド博⼠の本「VaccinationaCrime」の10
セント版を出版しました。この本の以前の価格は$��1.00でした。

フリードリヒ博⼠がこれらの結果を達成するために採⽤した⽅法は⾮常に重要であるため、この病
気を廃⽌するために彼が採⽤した⽅法を詳細に説明した最近のレポートを読者に完全に提供します。

「」

3）天然痘⾃体は、適切に治療すれば、簡単かつ迅速に治療できるためです。

オハイオ州クリーブランドの保健委員会を担当するフリードリクリ博⼠には、⼤都市が天然痘から完
全に解放された例を⽂明世界に提供した功績があります。彼がこの結果を⽣み出すために採⽤したの
は、ワクチン接種を完全に廃⽌することであったことを意味します。

病気;

天然痘から解放された都市
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その結果、クリーブランドは天然痘から解放され、最悪の感染都市から今では最もきれ
いになっています。

市⻑は私の計画に同意しただけでなく、必要なすべての援助をくれました。私は2つの消
毒器の分隊を結成し、医学⽣を仕事に選んだ。各部隊は20⼈の男性で構成され、頭には定
期的な衛⽣パトロールマンがおり、各男性にはホルムアルデヒド発⽣器が提供されてい
ました。このように装備された彼らは、病気が頭を⽰した街のすべてのセクション、そして
天然痘が中にあったかどうかに関係なく、このセクションのすべての家、そして家のすべて
の部屋、隅、隅に特別な注意を払って消毒し始めましたおそらく細菌を積んだ、保管されて
いた防寒着に⽀払われる。作業には3か⽉以上かかりましたが、結果は最も満⾜のいくもの
でした。��7⽉23⽇以降、さらに7つのケースが発⽣し、最後の1つは8⽉23⽇でした。

「私はジョンソン市⻑にこれらの事実を伝え、ワクチン接種を完全にやめることを提案
しました。天然痘が出現した都市のすべてのセクションをホルムアルデヒドで完全に消
毒する代わりに、都市を全体的に浄化することも提案しました。
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予防接種の監督

ジェンナーの時代から現在に⾄るまで、ワクチン接種によって保護されるはずの⼈ の々
中に天然痘の症例が現れており、これらは少なくありません。ジェンナーが1798年にワクチ
ン接種の実践を始めたとき、彼は1回の「成功した」ワクチン接種が⽣涯にわたって天然痘の
予防であると急いで思いました。

ここでは、⼿元にある何千もの中から、ワクチン接種が天然痘から対象を保護しないという確約
を保証するためのいくつかの例を紹介します。

ワクチンで予防接種を⽀持する⼈ は々、ワクチンで病気が天然痘から被験者を保護していると躊躇
なく主張していますが、私たちが知る限り、事実はこの主張を正当化するものではありません。確か
に、病気を繁殖させることによって健康を保護することを前提とする理論には、それに反対するための
膨⼤な数の事実が常にありました。

仮定は法律ではなく、ジェンナーは彼の過ちの愚かさを⽬撃するために⽣きました。

私はこの重要なトピックを、論争の精神ではなく、真実を知りたいという誠実な願望を持って扱いたい
と思っています。そうすることで、いくつかの歓迎されない事実が開⽰され、いくつかの⼤切な理想が払拭
されます。私の⽬的は、事実を⾒つけたときにそれを検討することであり、私が望んでいたことではありま
せん。

これは、彼の側の単なる仮説であったことは容易に理解できます。なぜなら、その当時、ある病気
の⼈⼯的な⽣成が、その主題において、その後永遠に確実に予防するかどうかを決定することは
できなかったからです。別の病気（天然痘）の発⽣。

「天然痘は、病院に3万⼈の天然痘患者がいると⾔われているプロイセン軍の階級でさらに
⼤きな混乱を引き起こしています。」これらはすべてワクチン接種され、再ワクチン接種さ
れました。

最近、⾃称「通常の」専⾨職の代表者が⼤胆な試みを⾏ったという事実を考慮して、私たちの法
令の本に強制的な予防接種措置を講じようとしています。エンパイアステートではこれまで到
達したことはありませんでした。現在、⼀般の⼈ は々天然痘とワクチン接種の問題に専念してい
るため、これらの主題のいくつかの段階についての議論はタイムリーで適切なようです。

バイエルン王⽴統計委員会のGFコルブ博⼠は、公式に次のように述べています。の

1870年11⽉24⽇のロンドンモーニングアドバタイザーは次のように報告しています。

天然痘からの⾃由は、病気の伝播ではなく、健康の達成を通じて実現されます。
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1871年7⽉15⽇のランセット（ロンドン）は、編集上次のように述べています。

1870-71年のニューヨーク市保健局の年次報告書には、次のように記載されています。

国務省の⽂書に⽰されているように、天然痘のうち29,429⼈がワクチン接種を受けていた。」

「天然痘による死亡はペストの割合を想定しています。過去1年間にイングランドとウェールズで10,000⼈以
上の命が犠牲になりました。ロンドンでは、クリスマス以降5,641⼈が死亡しています。ロンドンの天然痘病院
の9,392⼈の患者のうち、��6,854⼈がワクチン接種を受けていました。つまり73％近くでした。

1899年7⽉22⽇発⾏のフランクP.フォスター医学博⼠が編集したニューヨークメディカルジャーナルには、チャ
ールズルアタ医学博⼠、衛⽣学およびマテリアメディカの教授によって書かれた「イタリアでの予防接種」とい
うタイトルの記事が含まれています。イタリアのペルージャ⼤学で、彼は最も多くの⼈のプレゼンテーションで
デモンストレーションを⾏っています

「特にワクチン接種が⻑い間効率的に実施されてきた国 で々、世界中のさまざまな地域で天然痘
がこのように異常に蔓延している。⼗分なワクチン接種を受けた証拠を⽰した⼈に最も致命的な形で発
⽣し、すべての⼈ の々顕著な感受性再ワクチン接種の年齢は、この疫病の歴史における新しい事実であり、ワ
クチン接種の対象全体と保護剤としての主張の再調査につながる必要があります。」

攻撃を受けた⼈の171/2％が死亡し、今年は全国で10,000⼈が死亡したことから、122,000⼈以上のワクチン
接種者が天然痘に感染したことになります。これは物事の憂慮すべき状態です。ワクチン接種の反対者が、
systenaiの失敗の証拠などの統計を指摘する必要があるのではないかと⼤いに疑問に思うことができますか？
この重要な問題についてはっきりと話す必要がある」と語った。

トロントの著名な古い学校の医師であるAMロス医学博⼠は、1885年のモントリオール天然痘の流⾏につ
いて次のように述べています。

同様のインポートの統計は、ページ、章、および巻によって引⽤される場合がありますが、時間とスペースは
禁⽌されています。そのような事実の1つは、予防接種の理論の基礎を事実上破壊するため、千と同じくらい良
いものです。

「モントリオールでの流⾏の経過を注意深く⾒守った⼈は、天然痘からの保護としてワクチン接種はまっ
たく役に⽴たないと結論付けなければなりません。天然痘病院で起こったことの多くは抑制されました。ワ
クチン接種者への⻩⾦の収穫しかし、沈黙の陰謀にもかかわらず、ワクチン接種に対する証拠を妊娠し、天然
痘病院に⼊院した患者の⼤部分がワクチン接種されたこと、そしてその多くがワクチン接種されたことを疑う
余地なく⽰すいくつかの公式報告が出ました。彼らは死にました、いくつかは彼らの体に2つと3つのワクチンマ
ークを持っていました。」
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「1885年までの20年間、私たちの国は98.5％の割合でワクチン接種を受けていました。それにもかか
わらず、私たちがこれまでに経験した天然痘の流⾏は⾮常に恐ろしいものであり、ワクチン接種の発
明以前にはこれに匹敵するものはありませんでした。」

ルアタ⽒は次のように述べています。「ワクチン接種が「受けられなかった」ために保護されなか
った兵⼠は、再ワクチン接種の良い結果によって「適切に保護された」兵⼠よりも天然痘による攻撃
が少なかった。予防接種を受けなかった⼈たちよりも多い」と語った。

イタリアの⼤学の著名な教授のペンから、ニューヨーク医学雑誌に提⽰されたこれらの統計記録の数
字は、予防接種がイタリアで完全な失敗であったという事実への明⽩な証⼈として⽴っています。世
界で最も徹底的に予防接種を受けた国の。

「イタリアは、すべてではないにしても、世界で最もワクチン接種を受けている国の1つであり、数学
的にそれを証明することができます。」彼は次のように述べています。「私たちの若い男性は、いくつ
かの例外を除いて、20歳で軍に⼊隊しなければなりません。そこでは、規制により強制ワクチン接種が
規定されています。」彼の主張の証拠としてイタリア政府の公式統計を引⽤した後、彼は⾔います：

その国での予防接種は完全かつ確実な失敗であったという信頼できる公式統計。

「ご覧のとおり、これらは公式声明であり、ワクチン接種の教義に疑問を投げかけることができると
は誰も考えていなかった国で⾏われたため、⾮常に信頼できます。私たちの国では」と彼は続けます。�、
「私たちは予防接種に反対するリーグはありません。すべての⽗親は、予防接種が彼の最初の義務の
1つであると考えています。これらの理由から、これらの統計を作成する際に予防接種に偏りはありま
せん。」

「1887年の間に天然痘で16,249⼈が死亡しました。1888年には18,100⼈、1889年には13,413⼈が死
亡しました。」��「過去何年にもわたって最も満⾜のいく⽅法で年に2回ワクチン接種が⾏われていた」
イタリア軍に⾔及する際に、博⼠。

Ruata教授は、彼の記事の前に次のように述べています。

「私は過去6年間に分析を限定しました。その間、私たちの軍隊で使⽤されたリンパ液は、動物リンパ
液の⽣産のために政府機関によって提供された動物リンパ液のみでした。」彼の結論を⽀持する政
府の統計を引⽤した後、ルアタ教授は次のように述べています。

イタリアでは、⼈⼝が30,000,000⼈、98.5％が公式にワクチン接種を受けていると宣⾔されており、
Ruata博⼠は次のように述べています。

使⽤されるワクチン材料に関して、Ruata博⼠は次のように述べています。

予防接種の迷信 JWホッジス、1902年 9

Machine Translated by Google



私は今、別の証⼈、アルフレッド•ラッセル•ウォレス教授、LL.D.、FRS、進化論のダーウィンとの
共同発⾒者、専⾨家の統計学者、そしてイギリスで最も有能な科学者の⼀⼈と呼んでいます。��
「TheWonderfulCentury」と題された彼の最新の偉⼤な科学的研究において、ウォレス教授は、関連
するものとして、⼤規模で最も信頼できる統計の考察に章を捧げました。天然痘と予防接種。彼は、1889
年の4⽉に、ビクトリア⼥王がワクチン接種の効果の問題を調査するために、イギリスで最も著名な医療
従事者8⼈と他の職業の著名な男性のかなりの数の委員会を任命したと語っています。この委員会は、
調査に7年以上費やし、136回の会議を開催し、約200⼈の⽬撃者を調査し、グロスター、シェフィールド、
ウォリントン、デューズバリー、レスター、ロンドンで近年発⽣した6つの流⾏を調査したと⾔われていま
す。

「1つ⽬はレスターのワクチン接種で、過去20年間ワクチン接種を拒否し、現在はほとんど
消失しており、天然痘はほとんど知られていません。2つ⽬は、陸軍と海軍のワクチン接種で、四半世
紀の間、彼が最近ワクチン接種を受けたか天然痘を患っていない限り、新兵は再ワクチン接種されて
いました。最初はほぼ20万⼈のワクチン未接種の⼈⼝があり、ワクチン接種者の理論では、天然痘に
例外的に苦しんでいたはずです。天然痘は、医療当局の証拠に基づいて、それらを作る⽅法を知って
いるのと同様に保護されている、したがって、天然痘はほとんどまたはまったく存在しないはずであ
り、天然痘の死亡はまったく知られていない、22万⼈近くの男性の摘み取られた体を持っています。そ
れでは、これら2つのケースで何が起こったのかを⾒てみましょう。どちらの場合も、天然痘はワクチン
接種の増加とともに増加し、衛⽣、清潔、衛⽣的な⽣活の下で減少することが明確に証明されていま
す。」

免疫はあ
りません。彼らには保護がありません。感染にさらされると、他の集団と同じかそれ以上の被害を受
けます。��1878-96年の19年間、ワクチン未接種のレスターは天然痘による死亡が⾮常に少なかったた
め、登録局⻑は平均を⼈⼝1,000⼈あたり0.01の⼩数で表し、100万⼈あたり10に相当しましたが、
1878-��89年に1⼈未満の死がありました。ここに、本当の免除と本当の保護があります。と

ウォレス教授が彼の発⾔と結論に基づいているのは、この委員会の多数派報告書に提⽰された証
拠に基づいており、その⼀部をここに提⽰します。彼は、ワクチン接種の擁護者によって採⽤された
初期のテストを批判的に調べて、実践の保護的影響の疑いを証明し、これらのテストの誤謬と完全
な⾮効率性を指摘しました。彼は、ワクチン接種の全くの無価値を説明する⼀連の注⽬に値するテストケ
ースをまとめました。これらの重要なテストのうち、私が提⽰できるのはいくつかです。

これらのテストケースのページを1ページずつ説明した後、ウォレス教授は次のように述べています。

「このように、再ワクチン接種された陸軍と海軍のほぼ完全な免除に関して、⼤衆が⻑年にわたって
怒り狂ったすべての声明は絶対に誤りであることが完全に証明されています。それはアメリカ⼈が「ブ
ラフ」と呼ぶすべてです。
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「ここでは、レスターの天然痘の症例は3分の1未満であり、⼗分なワクチン接種を受けた場合よりも⼈
⼝に⽐例して死亡者の4分の1未満であることがわかります。

ウォレス教授は公式の統計を作成し、次のように述べています。��'レスターの町は、過去20年間、王国で最
もワクチン接種を受けていない町です。

「しかし、それ以来、レスターはワクチン接種を拒否し、1894年には⼈⼝10,000⼈に対して7回のワク
チン接種しか受けなかったが、バーミンガムは240回、つまり30倍以上のワクチン接種を受けており、ワ
クチン接種を受けた住⺠の割合はおそらく少ないだろう。バーミンガムの半分よりも多い。委員会⾃⾝
は、この病気（スモールポックス）が最近の流⾏の間に12回の別 の々機会にレスターの町に持ち込まれ
たと述べているが、結果は次のとおりである。

「」

レスターバーミンガム6319��1��
1-10��5

「今、重要なテストのようなものが存在する場合、レスターと⽐較した陸軍と海軍のこれはそのような
テストを提供します。関係する⼈⼝は数⼗万⼈です。時間は世代;統計的事実は明⽩で議論の余地があ
りません;陸軍と海軍の事件は、⼤⼈に⾏われたときの予防接種の価値の議論の余地のない証拠を提供
するために何度も何度も誤って主張されてきました。」

それは、ワクチン接種のほぼ完全な怠慢と相まって、衛⽣と隔離に注意を払うことによって得られます。陸
軍も海軍もこのような結果を⽰すことはできません。」

天然痘による死亡

天然痘による死亡

天然痘の症例

天然痘の症例

⼈⼝1万⼈あたり

1891-94
⼈⼝1万⼈あたり

したがっ
て：•��1871-72

「レスターを離れる前に、統計
が⼊⼿できる他のいくつかの町があります。そして最初に、レスターとバーミンガムでの1871-72年の
⼤流⾏について。両⽅の町はその後⼗分にワクチン接種され、両⽅とも流⾏によってひどく苦しみまし
た。

バーミンガム
21335

ウォレス教授は、「これよりも完全で重要な検査を⾏うことは不可能であり、再ワクチン接種のまったくの
無⽤、または無⽤よりも悪いことを絶対に⽰しています」と正当に宣⾔しています。

レスター
32735

1873年から1894年までの平均⼈⼝は、同時期の陸軍の約3分の2でした。それでも、陸軍と海軍での天然
痘による死亡は100万⼈あたり37⼈であり、レスターの死亡者は100万⼈あたり15⼈未満でした。」

ウォレス教授は、「それを⽐較することは有益です。
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⼈⼝1万⼈あたり

バーミンガム;そのため、病気の発作からの保護と、発作が起こった場合の重症度の軽減の両⽅が、完
全に真実ではないだけでなく、この場合、予防接種の不在にも適⽤されることが⽰されています。」

ここで紹介する「ワンダフルセンチュリー」の最後の引⽤は次のとおりです。

天然痘の症例
天然痘による死亡

ウォリントン
123.311.4

「しかし、この流⾏の中で⾮常にワクチン接種された町のさらに別の例があります。公式レポートが
発⾏されたウォリントンです。⼈⼝の99.2％がワクチン接種を受けていたと⾔われていますが、ワクチン接
種を受けていないレスタースタンドとの⽐較次のように��：

イギリスのレスターでの天然痘の歴史は、ウォレス教授が指摘したように、天然痘は援助なしで⾮常に
狭い範囲に閉じ込めることができるという決定的な証⾔を世界に提供してきました。��（？）ワクチン⼿
術から。

「ここで、完全に予防接種を受けた町では、ほとんど予防接種を受けていない町の6倍以上の症例があ
り、8倍以上の死者が出ていることがわかります。これも、最も効率的な予防接種によって攻撃の数が減ら
ないことを証明しています。�、そして病気の重症度を軽減するものではありませんが、これらの結果は両
⽅とも衛⽣状態と隔離から⽣じます。」

1872年、レスターがワクチン接種の⾏き届いた都市であったとき、天然痘の流⾏が訪れ、多くの死
者を出しました。医師たちは強制ワクチン接種と検察の仕事をやり過ぎていたので、⼈ は々ワクチン接種
者の毒の伝播に対して公然と反乱を起こした。この激しい抗議は、予防接種をチェックし、出⽣数に対す
る予防接種の割合を減らす効果がありました。��「TheWonderfulCentury」の209ページから、次のよう
に引⽤します。

1892-93年の流⾏

「しかし、ロンドンよりもひどい1872年のレスターの⼤流⾏の直後、⼈ は々ワクチン接種を最初はゆっくり
と、次にもっと急速に、過去8年間（1890-98）まで5％未満まで拒否し始めました。過去24年間、天然痘によ
る死亡はごくわずかであり、1879年から89年までの12年間で、この⼈⼝の多い町では合計11⼈の天然痘
による死亡がありました。」

レスター
19.31.4

したがって、レスターの歴史は、過去30年間で最⾼のオブジェクトレッスンの1つであることがわかりま
す。なぜなら、1872年の天然痘の流⾏以来、市⺠は公然と反乱を起こし、ワクチン接種のインキュバスを
取り除いただけでなく、20万⼈近くの混雑した⼈⼝が認めるほど徹底した衛⽣システムを導⼊したから
です。したがって、レスターは信条の指導の下で、その主な記事は衛⽣科学と従順の教えに基づいていま
す
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衛⽣法は、ワクチンの実践に対する叱責として、また天然痘の伝染からの救済が衛⽣規
制と衛⽣的な⽣活習慣の⽅向にあるという証⾔として、イギリスの他のすべての都市より
も明確で明確に際⽴っています。単に徹底的な衛⽣システムであるレスターシステムを
擁護するために、1893年のその医療官の報告は、⽂明世界のすべての保健委員会職員の
⼼に強調して繰り返し印象づけられるべき物語を語っています。

この好奇⼼旺盛な教義への信念は、清潔さを無視する傾向があります。⼈ に々天然痘
の本当の原因を⾒落とし、天然痘の真の予防を無視するように導くことによって、それ
は真実の進歩を妨げ、衛⽣と衛⽣科学の進化を遅らせるために多くのことをしました。

レスターの保健官は彼の町⺠に宛てて、次のように述べています。バーミンガム、ウォ
リントン、ブラッドフォード、ウォルソール、オールダムなどの町と、過去1年間に天然
痘の被害で苦しんだ町について⾔及するだけで、結果を知ることができます。レスターで
達成しました—その結果、私はあなたの保健医官として、そして当然のことながら、誇りに
思っています。」

かかりつけの医師から健康の法則を守り、病気の原因を避けるように指⽰されたのでは
なく、逆に、⼈ は々⼀世紀の間、不潔な病気からの免疫をフェチに頼るように教えられて
きました。

上記は、天然痘の予防としての予防接種の全くの無価値について引⽤することができる
何百ものデモンストレーションのいくつかです。保護が何かに有効である場合、それは流
⾏の蔓延中に効果的であるはずです。しかし、私たちが⾒てきたように、それはワクチン未
接種者がさまざまな感染からのより⼤きな免疫を享受する場所です。このような証拠に直
⾯して、ワクチンの実践が永続し続け、⽜痘障害の伝染が医療専⾨家によって広められる
理由を誰かが説明できますか？

天然痘や他のザイモティック病に対処する能⼒があることがわかっている唯⼀の⼿段は、
清潔さです。⼈ が々住居のアパートを清潔で換気の良い状態に保つことを学ぶにつれて、
彼らの街路や路地は汚物の蓄積から解放されます。

これらのようなデモの声明は、控えめに⾔っても、ワクチン接種の⽀持者を⾮常に厄介な
窮地に追いやる。そのようなクリーンカットの事実の知識は、いわゆる予防接種の有効性
に対するすべての信念を偏⾒のない⼼で破壊するのに⼗分なはずです。

健康な⼈ の々体に病気の伝染を移植することによって病気の伝染がコミュニティの幸福に
有利である可能性があるというばかげた教義を教えることによって衛⽣と衛⽣の法則を無
視する古代の理論は、��20世紀の衛⽣合理主義者であり、私の謙虚な意⾒では、すべての
科学医師の公然たる⾮難に値する。
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これらの病気は誰を攻撃しますか？だらしなく汚れている。彼らはどの地域を訪れますか？最も
汚い。彼らはどの都市を選びますか？衛⽣状態が最も無視されているもの。��1885年のモントリ
オールの天然痘の流⾏に注意してください。3,400⼈がこの病気で亡くなりました。犠牲者は誰で
したか？社会の最下層階級であり、不潔で、怠慢で、栄養不良で、過密で、適切な換気が不⼗分な家
に住んでいて、法廷や路地で不潔になり、衛⽣状態が不明な場所に住んでいた⼦供たち。

「この社会のご列席の皆様、考えて
みてください！

いわゆる「成功した」ワクチン接種は、実際の病気を誘発する効果を備えた、病気の動物組
織の毒性のある産物を健康な⽣物に移植することに他なりません。そのような⼿術の実施は、まさ
にその性質上、現代の無菌⼿術のすべての原則に違反します。その正当な⽬的は、病気の産物を⽣物
から取り除き、決してそれらを導⼊しないことです。

予防接種の主題を検討する際に、疑問が⽣じます：ワクシニアとは何ですか？そして、ワクチン
接種者が健康な⼈体に移植するのは何ですか？主題時間のこの部分に、この主題に関する⾼
官からのいくつかの簡単な引⽤を指摘することを除いて、私が⼊ることを禁じています。

現代の外科医の主な⽬的は、傷を無菌的に作り、治療することです。注意深いオペレーターは、す
べてのバクテリアの操作フィールドをクリアするために彼の命令であらゆる⼿段を使⽤します、そし
て彼は無菌の驚くほど微細で複雑な技術の利⽤可能なすべてのリソースを使⽤して、傷ついた組織
を通って任意の細菌または⼿術前、⼿術中、⼿術後の病的病原体。

彼らの給⽔は純粋で、⾷物は有害な偽和がなく、体はエフェテ組織の蓄積がなく、屋外で⼗分
な運動をすることにより、ザイモティック障害の脅威よりも優れています。

⼦供の病気のアメリカの教科書から、TSによる記事ワクチン接種

彼は死を恐れているので敗⾎症を恐れています。それでも、古代の尊敬されている迷信
の荒廃と盲⽬的な影響の下で、彼は、厳密に無菌状態で、毒性のある動物毒、ワクチンウイルス、
病気の動物組織の感染性産物である健康な⼈間の循環に意図的に接種します。

この規則にも例外はありません。

Westcott、MD、（p。192）私は次のことを引⽤します：

衛⽣科学と無菌⼿術のこの時代に、移植された病気の犠牲者を保護するふりをして、病気の
⼦⽜の痛みから得られた有毒物質で健康な⼦供の⽣物に故意に感染させるという⽐類のない不
条理を考えてみてください別の病気の伝染！⽭盾はこれよりもさらに進む可能性がありますか？無
菌予防策の下で、不確定な量の微⽣物を健康な⽣物に接種します！
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「健康な体はバクテリアに耐性がなく、炎症を起こした部分や病気の部分が耐えられないかもしれ
ない⼤量の有機体の侵⼊に抵抗します。」

（i）「ワクシニアウイルスは天然痘を⼈に与えることはありません。（2）
「ワクシニアウイルスは⽜に天然痘を与えることはありません。��（3）「ワ
クシニアは天然痘さえ弱毒化されていません。」

最新の標準的な作品の1つであるAmericanText��Book��of��Surgery（p。59）は、次のように述べています。

この事実は⾮常によく知られており、広く認められているため、当局を引⽤することは不必要に思われま
す。それにもかかわらず、冗⻑であると⾒なされるリスクを冒して、私はいくつか⾔及します。

ショーベン博⼠は、1891年10⽉のフランス医学アカデミーでの注⽬すべき演説で、何年にもわ
たって続けられてきた彼の精巧な実験を詳述した後、次のように結論付けています。

「ワクチン疾患の正確な性質は、ジェンナーの時代から繰り返し理論化と実験の対象となってきた
問題であり、現在でも意⾒の⼀致は得られていません。」多くのワクシニア寄りの当局は、ワクシニア
は天然痘が⽜のシステムを通過することによって改変または弱毒化されるという信念を尊重していま
す。ただし、この理論は⾮常に決定的な証拠に基づいており、すぐに放棄する必要があります。

アルフレッドラッセルウォレス教授は、ワクチン接種に関する王⽴調査委員会の多数派報告書に提出
された証⾔によって、天然痘の伝染から対象を保護する代わりに⽜痘の実践が実際に彼らをより感受
性にしたことを証明しました。事実に基づくこの結論は、医師の毎⽇の観察と経験と調和しています。健
康は、病気ではなく、求められ、達成される理想的な状態です。病気は常に避けるべきです。感染した有
機体のすべての病原性障害は、⽣命⼒を浪費して低下させ、したがって、その⾃然の抵抗⼒を低下させ
ます。

ワクシニアは、おそらく、地球上の⼈間の偉⼤な古代の理論です）、この表は、1896年1⽉にイン
ディアナポリスの⽶国医師および外科医協会の前に読んだ彼の論⽂の基礎を形成しました。現
在、6年以上の間、専⾨家に疑問の余地はありません。この表は、私が今あなたに提⽰しているもの
であり、天然痘、⽜痘、梅毒の⼀次症状と⼆次症状の平⾏した列に、これらのいくつかの病気に関する
最も有名な当局の別 の々説明から要約された声明です。それは、後者の2つの間のほぼ完全な類似性
と、天然痘に対するそれぞれの完全な類似性を⽰しています。したがって、私たちは最も深刻な問題に
直⾯すると同時に、ワクチン接種の問題全体の中で最も嫌な側⾯に直⾯します。ここには、ワクシニアが
梅毒に感染していることを⽰す最も明確な証拠を作成した最⾼の当局のいくつかがいます。時 ワ々クチ
ン接種に続く慢性的で前兆の症状は、梅毒病変との密接な類似性で私たち全員に感銘を与えたに違い
ありません。

予防接種の迷信 JWホッジス、1902年 15
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それは、天然痘の伝染から対象を保護する代わりに、⽣命⼒を低下させ、⾃然の抵抗を減少させる
ことによって、実際に対象を天然痘の影響を受けやすくします。

これが真実である場合、天然痘が常に最初にワクチン接種を受けたものを攻撃する理由と、⽂明が進
む前に同盟の「汚物病」が消えた⼀⽅で、天然痘が⽂明世界に蔓延し続ける理由を説明します。衛⽣、衛
⽣および病⼈の隔離。

ワクチン接種が導⼊される前は、天然痘の症例を感染拡⼤させることで、⾃称「通常の」専⾨
職の医師によって、さまざまな接種が満場⼀致で信じられ、⼀般的に⾏われていました。

その予防接種は役に⽴たないだけでなく、積極的に有害です、

ワクチン接種の実践は、ハンセン病、癌、梅毒、破傷⾵、結核などの最も致命的で嫌な病気のいくつかを
広める⼿段であったこと。

「病気で衰弱したり、過度の労働で疲れ果てた⼈は、健康な⼈よりも感染しやすくなります。」

最新の作品のもう1つ、International��Text��Book��of��Surgery（Vol。I。p。263）は、次の声明の権威です。

したがって、ワクチン接種の実施ではなく、さまざまな接種の中⽌が、前世紀の最初の30年間の天然痘の
有病率の低下を説明したこと。

ワクチン接種と天然痘の歴史を注意深く検討し、3,000⼈以上の被験者にワクチン接種した経験から、エ
ドワードジェンナーが⼈類に病気と死の遺産をもたらし、ついでに15万ドルを稼いだと確信しています。
取引�;

ワクチン接種が天然痘を予防または軽減することを証明する記録にその名前に値する証拠がないこ
と。

そのワクチン接種は、天然痘が減少要因であったときに導⼊され、天然痘の接種をチェックすることによ
って、さまざまな繁殖の肥沃な源を撤回しました。

結論として、私は、信頼できるすべての情報源から収集された⼈⼝動態統計の公平で包括的な
研究が、ワクチン接種の実践の拡⼤が、天然痘の症例。

何千⼈もの健康な⼦供たちがワクチン接種の影響で亡くなりました。
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健康の達成が⼤きな望みであること。

その天然痘の流⾏は、常に最初にワクチン接種されたものを攻撃します。

⽜痘と梅毒の正体が最初に博⼠によって明確に指摘されたこと。
HubertBoens-��1882年のBoissan;

健康を回復し、病気を予防するために;

彼らの体に最も明⽩なワクチンの傷跡;

ワクシニアによって引き起こされる状態はしばしば慢性的であり、梅毒と同様にその
症状は変質している。

ワクチン接種を受けた何百万⼈もの⼈ が々、

真の医師の正当な機能は病気を広めることではなく、

健康状態が求められ、達成される理想的な状態であること。

ワクチンの症状と梅毒の症状との類似性が⾮常に近いため、世界で最も著名な病理学者の何⼈
かは⽜痘を梅毒の改変型と⾒なしています。

そのレスターは、ワクチンの実践に対する叱責として、またザイモティック病の感染からの救
済が衛⽣状態と衛⽣的な⽣活習慣の⽅向にあるという証⾔として、イングランドの他のすべての
都市よりも明確で明確に際⽴っています。

その⽜痘と性感染症には多くの共通点があります。

強制ワクチン接種の犯罪に終⽌符を打つために⻑くはかからないでしょう。

衛⽣的な環境、純粋な⽔供給、健康的な⾷品、健康、そしてワクチン接種による天然痘
からの解放を備えた地域社会は、はしかよりも天然痘を恐れる必要はありません。

衛⽣的な怠慢の期間;
天然痘のすべての⼤流⾏の発⽣が⼀致したこと

これらの事実が医療専⾨家と⼀般の⼈ に々よって完全に実現されるとき、それは

衛⽣と衛⽣の法則の;

その⽜痘は⽜にとって⾃然ではない障害です。雄⽜や去勢⽜、または搾乳されたことがない若
い未経産⽜では決して発⽣しません。��「悪い病気」に苦しんでいた搾乳者の⼿の痛みから彼ら
に伝えられたのは乳⽜の病気であること。

その天然痘は、重⼤な違反に密接に続く汚物病です

そのいわゆる「⾃発的な⽜痘」は神話です。

JWホッジス、1902年 17予防接種の迷信
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ポーティボリュームがこれらの障害の記録でいっぱいになる可能性があること。

表⽪をすり減らし、不確定な量の微⽣物を健康な⼈の有機体に移植することか
らなるワクチン⼿術は、衛⽣法および現代の外科診療のすべての教えに反していること。

その免疫。すべての病気の伝染から、病気の伝播によってではなく、健康の達成を通し
て実現されるべきです。

天然痘の伝染からの免疫は、病気の伝播ではなく、健康の達成を通じて実現され
るべきです。

その強制的な予防接種はスイスとイギリスで廃⽌されましたが、この犯罪を認可する法律
は依然として「⾃由な」アメリカの法定書を汚しています。

病⼈の隔離によって補完された衛⽣と衛⽣へのその注意は、天然痘のすべての恐怖を奪
いました。

これらの主題に関するその啓蒙は、病気を予防するという名⽬での病気の伝播が⼈
類への恩恵ではなく悪意であったという確信を確実にもたらすでしょう。

ワクチン⼿術の実施は、まさにその性質上、現代の無菌⼿術の基本的な原則に違反
していること。その⽬的は、病原菌を経済から排除し、⽣物から病気の産物を取り除く
ことであり、決してそれらを紹介する。

完全な健康状態にある限り、天然痘や他の病気の伝染に影響を受けやすいとは⾔えま
せん。

そのような状態がすべての病的な影響の攻撃に抵抗し、撃退し、したがって病気に対
する最良の保護であるということ。

その予防接種は、によってなされたお世辞の約束を完全に果たすことができませんでした
ジェンナーと彼の信者。

その強制的な予防接種は、⼈類の権利に対する最も重⼤な怒りの1つとして、⼈間の奴隷制
と宗教的迫害に匹敵します。

別の病気から⾝を守るために、健康な⽣物に実際にある病気を設定する必要は決して
ないということ。そのような⼿順は、衛⽣および衛⽣科学の基本原則に対する恐ろしい違
反である。

予防接種の迷信 JWホッジス、1902年 18

Machine Translated by Google



天然痘、⽜痘、梅毒の⽐較。

予防接種の迷信 JWホッジス、1902年

⽜痘と梅毒の⽐較の続きについては、55ページを参照してください。

19

天然痘。

8.接種不能。

9.天然痘は、不潔な地域で発⽣している流⾏です。

7.感染性。

6.天然痘の発疹はリンパ系に影響を与えません。

4.液体は単⼀のチャンバーに含まれ、網⽬状で、不揮発性であり、感染は摩耗した表⾯との即時の接触に
よってのみ伝達されます。

5.天然痘の膿疱は、適切に治療すれば瘢痕を残しません。

2.憲法上の症状は、すべての場合に噴⽕に先⾏するのではなく、噴⽕の後に続きます。

3.膿疱*は常に同じで、最初は丘疹、次に⼩胞で、約8⽇⽬に膿疱になり、直径7〜10の線、丸く、中央にくぼみ、
縁が硬化し、⽑が穿孔されていない、床に細胞膜があります、かじる潰瘍の傾向。

4.流体は、分離膜のエッジの周りで連絡する表⾯と深部の2つのチャンバーに含まれています。感
染性物質（もしあれば）は空中に運ばれます。

3.噴⽕は、最初は⽪膚の下で8番の⿃が撃たれたように感じられ、その後丘疹として現
れます。次に、5⽇⽬または6⽇⽬に膿疱性になる⼩胞の⻑さは1〜3⾏です。しかし、膿疱はさ
まざまな種類のもので、不規則で、隆起しており、⼀般に髪の⽑で⽳が開いており、硬結が
あるとしても、⾮常にわずかで、⽪膚の潰瘍をかじる傾向はありません。

1.局所的、深部、⽪膚または⽪下組織の真⽪、または粘膜での発疹。

2.体質的または⼀般的な症状は、噴⽕に先⾏し、その外観で軽減されます。

⼀次病変。

1.噴⽕⼀般、表⾯的。

（予防接種）⽜痘。
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7.感染性ではありません。

6.⽜痘毒はリンパ管と神経節に浸透し、炎症、横痃、膿瘍を引き起こします。

5.⽜痘は葉状の傷跡を残します。

天然痘の患者は、回復すると、傷跡が残っていても病気にかかりません。天然痘は⽜痘や梅毒を⽣むこと
はありません。それどころか、ワクチン接種、または⽜痘には、梅毒の⼆次および三次期間として知られてい
るものに現れるものと⾮常によく似た、さまざまなその後の症状があります。これらの両⽅の疾患に現れる
多くの症状のいくつかを並⾏して表にまとめました。⼀⽬でそれらの顕著な類似性が明らかになります。

3.膿疱*は常に同じです。最初に、丘疹は、⼩胞の段階を知覚できるほど通過せずに急速に膿疱になり
ます。直径7〜10本の線がすくい出され、傾斜した縁がしばしば隆起し、⽑で⽳が開いていない深い漏⽃状で
す。床の漏⽃膜、かじる潰瘍の傾向。

9.⽜痘と全く同じです。

2.憲法上の症状は、すべての場合に噴⽕に先⾏するのではなく、噴⽕の後に続きます。

7.感染性ではありません。

8.接種不能。

1.局所的、深部、⽪膚または⽪下組織の真⽪、または粘膜での発疹。

GREATPOXまたは梅毒。

6.⽜痘と全く同じです。

9.⽜痘は時間と場所に依存しません。直接接種によってのみ伝達されます。

5.⽜痘の傷跡に似ていますが、性格が異なります。

8.接種不能。

4.⽜痘と全く同じです。

JWホッジス、1902年

天然痘は治癒しました—それ以上の症状は現れませんでした。
I.e。下疳
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あらゆる種類の湿疹。

狂気

扁桃腺、⾆、唇の粘膜パッチは潰瘍になりがちで
す。

眼炎

湿疹

開発の停⽌。

「いいえ」と⺟親は答えました、「私たちは恐れていません」。

ファージデニックの痛み。

いわゆる梅毒の⻭の⽣成により、⼦供の⻭列は
遅れました。

狂気、おそらく。

気管⽀炎

「そこにいる」と彼は部屋の隅にいる若い⼥性を指差しながら⾔った。夫⼈は窓際の縫製のそばに座り、2歳
くらいの⼦供が部屋を⾛り回っていました。

頭の中のノード。

⾻折の準備ができて⾻の治癒が困難
で、おそらく⾍⻭もあります

結核、おそらく。

「気にしないで」私は⾔った、「私は誰でもないので、おそらくあなたは間違いを犯していない」。

梅毒

ヘルペス

Scrofula

扁桃腺、⾆、唇の粘膜パッチは潰瘍になりがちで
す。

DR。��RODERMUNDの実験

私が家に⼊ると、__⽒は椅⼦から⾶び降りて、「誰もこの家に⼊ることは許されていません」
と⾔いました。

頭の中のノード。

ヘルペス

⽜痘

いわゆる梅毒の⻭の⽣成により、⼦供の⻭列は
遅れました。

Scrofula

結核

「⼥の⼦から天然痘を奪うことを恐れていませんか？」私は尋ねた。

眼炎

開発の停⽌。

ある場合。

それから私は天然痘の患者に会いに来たと述べました。

ファージデニックの痛み。

⾻の齲蝕

気管⽀炎

1901年1⽉21⽇⽉曜⽇の午前11時30分頃、私はスターク嬢が天然痘に閉じ込められていた___さんの住居に⼊
った。

、
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最後に、ある銀⾏のレジ係であるディキンソン⽒は、かなり⽪⾁を込めて次のように述べていま
す。あなたは家に帰ってあなたの⼦供のうちの1⼈を撃つでしょう。あなたはそれにはあまりにも賢
明です。」

それから、これが真実であることを彼らに⽰すために、私は彼⼥の顔と腕にあるいくつかの⼤きな
膿疱を壊し、それらから膿を取り出し、顔、⼿、あごひげ、⾐服全体に塗りつけました。私は今⼣⾷に
家に帰ります。

「しかし、医師はこの病気は⾮常に伝染性であると⾔います。彼らはこの患者を家族の他の⼈から遠ざ
けないように⾮常に不注意で過失ではありませんか？これは天然痘の本物の症例です。膿疱でいっぱい
の⼤きな膿疱を⾒てください。もちろん。私はあなたが他の⼈から病気をとることができないことを知っ
ています。」

私は⾷事中に家族に何も⾔わず、誰にも⾔わずに直接私の事務所に⾏きました。最初に事務所に
来たのは、北ミルウォーキーに教区を持っている旧友のT牧師でした。私たちは⼼から握⼿をしまし
た;実際、私は天然痘の毒で覆われていることを完全に忘れていました。私は彼に私の本の1つを提
⽰しました、そして私たちの科学的で意図的な⼤衆の欺瞞者によれば、私はその本と紳⼠を天然痘
の細菌で覆ったに違いありません、そして彼はその⾒返りにアップルトンで彼が出会った多くの
⼈ を々暴露したに違いありません訓練し、そして最後に彼の全会衆。この本の細菌は、今でも牧師の
紳⼠の霊的な家で楽しんでいると思います。

当時の私が天然痘の膿で覆われていて、遊んでいたカードにこの毒が詰まっているようなインク
がなかったので、読者はその時の私の⼼の状態を想像することができます。それでも、私は⼀度も彼
らへの訪問について⾔及したことはありません。さらに、私はこれらの紳⼠の感情を知っていて、彼ら
と私⾃⾝を尊敬しすぎて課すことができなかったので、⾃分の⾏動が知られることになるだろうとい
う考えがほとんどなかったら、クラブルームに⾏くことはなかったでしょう。彼らの信念が愚かな迷
信であることを私が知っていたとしても、彼らの気持ち。私は過去15年間に何⼗回も同様の⾏為を
⾏い、それぞれの場合に結果を監視してきましたが、誰にもわずかな害はありませんでした。

同じ午後、私はオフィスの何⼈かの⼈の⽬を治療し、眼鏡をかけながら顔に触れました。同じ⽇の
午後4時から6時と8時から10時まで、私はビジネスメンズクラブにいました。そこで私はメンバー
とトランプを交わしました。

私たちの主題に戻るために、その夜クラブルームを出た後、私は家に帰りました、

⼣⽅、会話は私が朝訪れた天然痘の症例に移りました。しばらく話し合った後、天然痘の患者
さんを訪ねて家族の元に帰るかどうかと聞かれました。⾵邪をひいた患者さんを訪ねるのと同じ
くらい早くやろうと静かに⾔いました。
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保健医、医師、市職員、新聞などに興奮していたので、警官の⼀⼈が、警備員に守られて良かったと⾔
ってくれました。さもないと命が危険にさらされました。

翌朝（⽔曜⽇）、46時間半前に膿が塗られて以来、初めて⼿と顔を洗いました。私が私のオフィ
スに到着したとき、私が天然痘の患者を訪ねて膿を塗ったという報告が真実であるかどうかを確
かめるのを待っている数⼈の記者を⾒つけました。当初、告発を知られたくなかったので、断⾔も否定
もしませんでしたが、調べてみると、近所の⼈の⼀⼈が私が家から出てきたのを⾒て、家族が医者を
変えたかどうかを保健医に尋ねました。彼⼥は博⼠を⾒ていました。

何千⼈ものこれらの医療の悪党、殺⼈者、欺瞞者のうちの1⼈が、次のような賞を勝ち取るために
現れたのはなぜですか。また、彼がそれを証明するのにかかる1⽇あたり10ドル。

私は⽔曜⽇に⼀⽇中街についての⾃由を許されましたが、4⽇⽬の⽊曜⽇に私は隔離され、警官の
警備員が家の周りに配置されました。

しかし、新聞は国⺠を誤解させるような⽅法で真実と真実を混ぜ合わせました。とりわけ彼らは、⼈々
が⾃分たちの利益のためにそのような⾰命的な真実を考える準備ができるまで、私が世界に知られ
ることを決して意図していないことを知ったとき、私がしたことを個⼈的に⾃慢したと述べました。

、

家族と⼀緒に寝て、翌朝、⼿や顔を洗わず、同じ服を着て、電⾞でグリーンベイに向かいました。
私はグリーンベイで朝⾷をとり、その⽇、顧客のために眼鏡をかけるように私を雇ってくれたM__さ
んの店に⾏きました。⽇中は、家に帰る途中で路上や電⾞の中で露出した⼈のほかに、27⼈の顔を扱いました。

天然痘の症例を私の⾏動までたどろうと、あらゆる⽅法、形、⽅法で、⼤衆の神聖な詐欺と欺瞞者
（医師）が試みましたが、役に⽴たなかった。私が5万⼈を露出させ、膿で覆われた⼿を37の顔にこす
りつけた後でも、彼らは私に対して何も⾒つけることができませんでした。近い将来、私は過去数年
間に私に起こった、そしてこれよりはるかに興味深いいくつかの同様の事件を発表するでしょう。

その結果、私がした正確な真実を伝える以外に、私がすることは何もありませんでした。

医師は迷信によって⼈ を々最もよく拘束できることを知っています。それでは、お聞きしたいのです
が、医師よりも⼈のせいではないでしょうか。

⼟曜⽇、私は5⼈の警官にもかかわらず検疫を破り、ワウパカまで40マイル運転し、シカゴ
⾏きの電⾞に乗り、そこからインディアナ州テレホートに⾏きました。帰宅途中、ミルウォーキーで
逮捕され、ペストで4⽇間拘束されました。家。これは、そのようなセンセーションを⽣み出したエピ
ソード全体の簡単な概要です。

ロダームンドは⽉曜⽇に家から出てきます。
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正気の⼈は、神がそのような法律を作成し、それがいつでも⼀⼈の⼈に従わなかった
場合、嫌な病気を全国に広めると信じていますか？この迷信は全能の正義に対する冒
涜です。��—サーチライトのロダームンド博⼠

国⺠の半数以上が伝染を信じていませんが、そう⾔う勇気がありません。議論や議論が
現状を変えることは決してありません。彼らは、強⼒な男性の集団が彼らの側に法とお
⾦を持っているという問題を決して解決しません。真の知識と組み合わされた強⼒な世
論が唯⼀の救済策です。あなたが古い迷信に溺れている限り、これらの殺⼈者はそこに
あるお⾦のためにあなたの憲法を台無しにし続けるでしょう。
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